

下地金属別実践工場塗装マニュアル　創刊記念コラム
野平外装技術研究所の『Ｐａｉｎｔ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ』
　　　　－　焼付塗装の新しい潮流を求めて　－
プロローグ　焼付塗装との出会い　－1987年　カイナー500調査団－
＊マニュアル第1章「下地金属別実践工場塗装マニュアルの作成にあたって」参照
　最近刊行いたしました『下地金属別実践工場塗装マニュアル』について、ＡＢＡのホームページでご紹介するに当たり、これまで私のコラムとして掲載してきたシリーズと同様に、上記にありますよう「野平外装技術研究所の『Ｐａｉｎｔ　Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ』－焼付塗装の新しい潮流を求めて－」と題して、都合6回のシリーズものとして計上させていただくこととなりました。その第一回目は、私が初めて焼付塗装の世界とかかわりを持つきっかけとなった事例をご紹介しましょう。
　アルミカーテンウォールと言えば、日本初の超高層ビル、霞ヶ関三井ビル（１９６８年竣工）や浜松町世界貿易センタービル、１９７０年代に建設された新宿副都心の超高層ビル群で採用されてきた１次電解発色や２次電解着色と言ったアルミの生地が見える陽極酸化皮膜が中心でした。そしてその耐久性を上げるためには、アルマイトの膜厚を厚くしたり、アルマイトそのものを硬質化する技術が開発されていきました。すなわち、アルミそのものの技術改良であり、塗料の範疇とは無縁でした。
　アルミカーテンウォールにおいて、塗料との係わりが出だしたのは、アルマイト層の上にアクリルクリアのトップコートを電着塗装することでアルマイトを保護する陽極酸化複合皮膜と呼ばれる技術が開発されてからだと思います。そして近年、その耐久性を向上させるために、高耐候性アクリル電着塗装をトップコート層に取り込むケースが多くなりました。
しかし、本格的に高耐候性の表面仕上げ塗装と言う概念が取り上げられだしたのは、１９８０年代半ばから台頭し始めたカイナー５００系（ＰＶＤＦ）の熱可塑性フッ素樹脂高温焼付け塗装が世に出るようになってからです。それまでのデュラクロンに代表される熱硬化性アクリル樹脂焼付け塗装に取って代わり、高耐候性塗料としてその後30年以上にわたり超高層ビルの外装仕上げとして君臨してきています。
筆者らは、1987年に新川崎Ｍビルのアルミカーテンウォールに同材料で、２コート１べークシステム（当時の日本では２べークシステムが一般的）を始めて導入しました。20年経過後の表面仕上の損傷度調査を実施しましたが、全く劣化が認められず、この塗料の優秀性を改めて実感しました。
　この1987年に向けて、時はバブル、関係者15名でアメリカのニューヨーク、ボストン、ヒューストン、シカゴ、サンフランシスコ、そしてカナダのカルガリーと6都市、30物件以上の超高層ビルのカイナー500の施工物件の塗膜の調査を実施し、当時36歳と最も若かった私が報告書を作成しました。それこそ真摯に焼付塗装について勉強し、カイナー500が如何に優れた塗料であるかを体得したのでした。人間一度は真剣に物事に取り組み、真髄を究めることがいかに大事かを学びました。その時の苦労があればこそ、66歳になった今でも焼付塗装の技術コンサルタントとして相談を受けることができるのだと思います。
さぁ、以降、5回一緒に焼付塗装の世界を勉強しましょう！
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